
予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤整備事業
エビデンス構築促進事業

研究開発目的
認知機能低下者は日常生活で 失敗経験を積み重ね、それを契機に社会
参加を抑制している可能性がある
日常生活や社会生活に対する自己効力感を高めることを目的として、成功
体験を積み重ねる事が可能な『ものづくり』を題材とした社会参加型創作教
室プログラム（本プログラム）を開発する
本プログラムの介入効果について軽度認知障害（MCI）と軽度認知症のそ
れぞれを対象した検証を実施し、社会実装に向けたモデル構築を行う

取り組み
本プログラムに関連する人材育成として、創作教室の指導者を対象に認知
症共生に関する講習を実施し、専門のインストラクターを養成する
本プログラムに関連する教材として、技術や経験を含めた個人の能力に適し
た難易度に調整可能な創作キットを開発する
『失敗をさせない。成功体験と満足感を与える』、『できないことは手伝い、
できるところは奪わない』という2点を満たす創作教室を実施する
教室後には自身の製作物を題材とした社会交流の機会を提供する

成果と今後の展開
インストラクター養成および創作キット開発を完了した
創作活動を通した楽しみとやりがいが参加者の成功体験につながるよう、専
門のインストラクターがサポートし、その効果を検証する。製作物を介在した社
会交流も含め実装モデルを検討し、認知症共生社会に資する成果を得る
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課題名：楽しみとやりがいの創発による認知症共生：
社会参加型創作教室プログラムに関する研究開発
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